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X06a 三次元非一様化学進化モデルの構築と亜鉛の起源
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　金属欠乏星の化学組成からは、銀河系初期の星の元素合成についての手がかりが得られる。これらの星の化
学組成比と金属量との相関関係やその分散は、元素によって大きく異なることが知られている。とりわけ、亜鉛
をはじめ鉄より重い元素には特徴的な傾向が見られることが知られている。しかしながら、従来の標準的な超新
星爆発モデルではこれらの観測的傾向を説明するのは難しかった。一方Wanajo, Janka, Müller (2013, in prep.)
によって、超新星爆発の中心部の物理過程を考慮した 2次元超新星爆発モデルを用いて、Znから Zr（原子番号 30
―40程度）までの元素が充分に合成される可能性が初めて示された。もし金属欠乏星の化学組成比の分散が個々
の超新星爆発の元素合成の違いを反映しているならば、亜鉛などの観測的特徴はこのような超新星爆発による元
素合成を示すかもしれない。
　そこで本研究では、初期の銀河系ハローの非一様性を考慮に入れ、個々の超新星爆発とともに星形成が伝播し
ていく新しい化学進化モデルを構築した。ハローの１辺 2.5kpcの立方体部分を切り出し 1003のセルに分割して
それぞれのセルについて化学組成比を計算することにより、超新星爆発の元素合成による局所的な影響を再現で
きるようにした。このモデルでは星の化学組成比の空間分布および頻度分布の時間変化が求められるので、その
統計量を用いて観測との定量的な比較が可能である。本研究では、上記の最新の元素合成の計算結果を用いてこ
の非一様化学進化モデルで化学組成比の計算を行った。計算結果の観測データとの定量的な比較を通して鉄より
重い元素、とりわけ亜鉛の起源について議論する。
　


